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＜ご報告＞

本校が行った令和４年度学校自己評価に基づき、学校関係者評価委員会書面会議で行って

いただきました評価結果につきましてご報告いたします。

みなさまからいただきました評価につきましては、本校の教育活動および学校運営全般の

改善につなげてまいります。

＜学校関係者評価委員会書面会議開催＞

場 所 書面会議として開催

日 時 令和４年１０月１７日（月） 書面による審議依頼

１１月３０日（水） 回答期限

委 員 安田佳正委員（旭川市議会議長）

竹川政範委員（旭川医科大学歯科口腔外科学講座教授）

池田卓平委員（旭川市立啓北中学校）

山本 浩委員（上川支庁）

近藤泰規委員（北海道歯科技工士会旭川支部会専務理事）

事務局 校長 岩田谷 隆

副校長 西嶋 潤一

事務部長 森田 慎悟

運営委員長 江端正祐



自
己

評
価

（
昨

年
）

関
係

者
評

価
学

校
側

コ
メ

ン
ト

学
校

の
建

学
の

趣
旨

と
教

育
の

方
針

は
定

め
ら

れ
て

い
る

か
。

3
.
3

(
3
.
4
)

将
来

的
展

望
を

踏
ま

え
て

学
校

の
将

来
構

想
が

描
か

れ
て

い
る

か
。

3
.
1

(
2
.
8
)

学
校

の
建

学
の

趣
旨

、
教

育
の

方
針

、
将

来
構

想
は

学
生

、
保

護
者

等
に

周
知

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
0

(
2
.
8
)

教
育

理
念

、
目

標
に

沿
っ

た
学

校
経

営
方

針
が

策
定

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
2

(
3
.
1
)

学
校

経
営

方
針

に
基

づ
き

、
組

織
は

有
機

的
に

機
能

し
て

い
る

か
。

3
.
1

(
2
.
6
)

人
事

、
給

与
に

関
す

る
規

定
等

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
2

(
2
.
8
)

地
域

社
会

等
に

対
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
は

整
備

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
2

(
2
.
9
)

教
育

活
動

等
に

関
す

る
情

報
公

開
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
3

(
3
.
5
)

教
育

理
念

、
目

標
に

沿
っ

た
教

育
課

程
の

編
成

、
実

施
方

針
等

が
策

定
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
1

(
2
.
9
)

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
実

習
等

を
含

む
）

は
体

系
的

に
編

成
さ

れ
学

習
時

間
の

確
保

は
明

確
化

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
2

(
3
.
1
)

成
績

評
価

、
単

位
認

定
、

進
級

、
卒

業
の

基
準

は
明

確
化

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
3

(
3
.
0
)

教
育

の
方

針
（

人
材

育
成

）
達

成
に

向
け

た
授

業
担

当
教

員
を

確
保

し
て

い
る

か
。

2
.
7

(
2
.
4
)

教
員

の
先

端
知

識
、

技
能

等
の

習
得

及
び

指
導

力
育

成
な

ど
の

資
質

向
上

の
た

め
の

取
り

組
み

は
行

わ
れ

て
い

る
か

。
2
.
6

(
2
.
3
)

学
校

自
己

評
価

項
目

学
校

建
学

の
趣

旨
お

よ
び

教
育

の
方

針
は

適
切

に
定

め
ら

れ
て

お
り

、
学

校
の

理
念

・
目

的
・

育
成

人
材

像
は

適
切

に
実

施
・

評
価

さ
れ

て
い

る
。

将
来

構
想

に
関

し
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
で

学
生

・
保

護
者

に
周

知
す

る
な

ど
工

夫
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
り

教
育

方
針

等
に

関
し

て
学

生
・

保
護

者
に

対
し

周
知

の
努

力
が

見
ら

れ
る

。
ま

ず
は

、
将

来
的

展
望

を
明

ら
か

に
し

、
共

有
す

る
必

要
が

あ
る

。
歯

科
衛

生
士

と
い

う
職

業
は

社
会

に
認

知
さ

れ
て

き
て

い
る

と
思

う
。

２
．

学
校

経
営

方
針

１
．

建
学

の
趣

旨
と

教
育

の
方

針

組
織

の
有

機
的

機
能

に
つ

い
て

、
昨

年
よ

り
向

上
が

見
ら

れ
る

。
教

職
員

間
で

の
連

携
を

引
き

続
き

強
化

さ
れ

た
い

。
情

報
公

開
に

関
し

て
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
広

く
発

信
さ

れ
て

お
り

概
ね

良
好

で
あ

る
。

今
後

さ
ら

に
内

容
を

充
実

さ
れ

た
い

。
昨

年
度

よ
り

、
教

職
員

の
組

織
体

制
の

確
立

が
図

ら
れ

、
有

機
的

に
機

能
し

た
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

H
P
の

有
効

活
用

、
期

待
し

ま
す

。

３
．

教
育

活
動

教
育

課
程

の
編

成
・

実
施

方
針

は
良

好
に

策
定

さ
れ

て
お

り
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
適

正
で

あ
る

。
成

績
評

価
等

に
つ

い
て

、
学

生
が

自
身

の
達

成
度

を
振

り
返

り
が

で
き

る
よ

う
に

、
卒

業
ま

で
一

貫
し

て
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
作

成
し

、
評

価
を

行
う

シ
ス

テ
ム

導
入

を
検

討
さ

れ
た

い
。

教
員

の
確

保
に

ご
苦

労
が

多
い

の
こ

と
は

理
解

で
き

る
、

さ
ら

な
る

工
夫

と
努

力
を

期
待

す
る

。
教

員
の

確
保

及
び

資
質

向
上

の
た

め
体

系
的

な
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
の

導
入

を
検

討
さ

れ
た

い
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
に

つ
い

て
、

軒
並

み
評

価
が

上
昇

し
て

い
る

中
で

横
ば

い
に

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

・
再

構
築

を
し

っ
か

り
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
よ

う
に

思
う

。
業

務
に

追
わ

れ
て

い
る

現
状

が
気

に
な

り
ま

し
た

。
工

夫
と

精
査

で
自

己
啓

発
の

余
力

が
で

き
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
授

業
担

当
教

員
の

確
保

に
つ

い
て

、
臨

床
経

験
豊

か
な

D
H
に

講
師

と
し

て
来

て
い

た
だ

く
こ

と
は

可
能

で
す

か
。

教
員

の
資

質
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

自
己

評
価

数
値

が
低

い
の

は
残

念
で

す
。

学
生

の
た

め
に

は
重

要
な

項
目

で
す

の
で

、
コ

ロ
ナ

後
は

積
極

的
に

研
修

会
等

に
参

加
を

。

４
．

学
修

成
果

今
年

度
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

学
生

・
保

護
者

、
衛

生
士

志
望

者
に

対
し

て
、

さ
ら

に
見

や
す

く
、

学
校

の
内

容
が

伝
わ

り
や

す
い

よ
う

な
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

歯
科

衛
生

士
不

足
が

続
く

中
、

今
後

、
３

ポ
リ

シ
ー

等
の

内
容

も
検

討
を

加
え

、
よ

り
魅

力
的

な
教

育
活

動
を

展
開

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

年
度

当
初

、
教

務
主

幹
を

置
き

、
教

職
員

数
を

増
や

し
た

こ
と

で
、

組
織

に
対

し
て

の
自

己
評

価
は

高
ま

り
ま

し
た

が
、

年
度

途
中

の
退

職
が

あ
り

１
減

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
教

職
員

の
確

保
と

効
率

的
な

分
業

に
つ

と
め

、
小

規
模

で
あ

る
こ

と
を

生
か

し
た

情
報

共
有

、
学

校
体

制
の

整
備

に
つ

と
め

て
い

き
ま

す
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
教

務
主

幹
か

ら
改

善
に

つ
い

て
の

提
起

が
あ

り
、

で
き

る
と

こ
ろ

か
ら

取
り

組
み

を
進

め
て

い
ま

す
。

ま
ず

、
臨

床
実

習
内

容
の

整
備

・
改

善
の

た
め

に
学

生
か

ら
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

る
こ

と
を

考
え

て
い

て
、

講
義

時
間

数
等

も
順

次
、

検
討

を
加

え
て

い
く

予
定

で
す

。
コ

ロ
ナ

禍
で

、
臨

床
実

習
等

関
係

者
全

体
で

の
会

議
が

で
き

ず
、

外
部

と
の

意
見

交
換

が
ア

ン
ケ

ー
ト

中
心

と
な

り
、

細
か

な
部

分
で

の
聞

き
取

り
や

改
善

を
難

し
く

し
て

い
ま

す
が

、
今

後
も

工
夫

を
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
授

業
担

当
教

員
を

適
正

数
確

保
す

る
こ

と
で

教
員

の
資

質
向

上
の

た
め

の
研

修
機

会
を

確
保

す
る

な
ど

、
研

修
を

勧
め

て
い

た
だ

い
て

い
る

運
営

委
員

会
の

意
向

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

よ
り

強
く

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。



自
己

評
価

（
昨

年
）

関
係

者
評

価
学

校
側

コ
メ

ン
ト

学
校

自
己

評
価

項
目

就
職

率
の

向
上

が
図

ら
れ

て
い

る
か

。
3
.
6

(
3
.
6
)

国
家

試
験

合
格

率
の

向
上

が
図

ら
れ

て
い

る
か

。
3
.
5

(
3
.
0
)

退
学

率
の

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
か

。
2
.
8

(
2
.
8
)

卒
業

後
の

生
徒

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
な

さ
れ

て
い

る
か

。
2
.
7

(
2
.
6
)

進
路

、
就

職
に

関
す

る
支

援
体

制
は

整
備

さ
れ

て
い

る
か

。
3
.
5

(
3
.
1
)

学
生

相
談

に
関

す
る

体
制

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
2

(
3
.
1
)

学
生

に
対

す
る

経
済

的
な

支
援

体
制

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
2

(
3
.
1
)

学
生

の
健

康
管

理
を

担
う

体
制

は
あ

る
か

。
3
.
2

(
3
.
0
)

学
生

の
生

活
環

境
へ

の
支

援
は

行
わ

れ
て

い
る

か
。

2
.
9

(
2
.
8
)

保
護

者
と

適
切

に
連

携
し

て
い

る
か

。
3
.
2

(
2
.
9
)

卒
業

生
へ

の
支

援
体

制
は

あ
る

か
。

2
.
6

(
2
.
5
)

施
設

、
設

備
は

、
教

育
上

の
必

要
性

に
十

分
対

応
で

き
る

よ
う

に
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
2

(
3
.
2
)

学
内

外
の

実
施

施
設

等
に

つ
い

て
、

十
分

な
教

育
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

3
.
0

(
3
.
1
)

防
災

に
対

す
る

体
制

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
4

3
,
1
)

家
庭

の
経

済
状

況
は

年
々

悪
化

し
て

お
り

、
特

待
生

制
度

や
特

別
指

定
校

推
薦

制
度

に
よ

る
入

学
金

・
授

業
料

等
の

減
免

、
高

等
教

育
に

お
け

る
負

担
軽

減
制

度
の

周
知

を
さ

ら
に

強
化

し
て

い
き

ま
す

。
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
制

度
の

活
用

か
、

毎
年

、
社

会
人

の
入

学
者

も
い

て
、

今
後

も
社

会
人

の
入

学
を

増
や

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

保
護

者
に

つ
い

て
は

、
必

要
な

都
度

、
説

明
会

を
開

催
す

る
な

ど
で

連
携

を
強

め
て

い
ま

す
。

就
職

に
つ

い
て

は
、

求
人

が
大

変
多

い
状

況
が

続
い

て
お

り
、

就
職

担
当

の
職

員
を

置
き

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
就

職
後

の
定

着
率

の
向

上
を

図
る

た
め

の
取

り
組

み
も

さ
ら

に
強

化
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

６
．

教
育

環
境

社
会

状
況

の
変

化
に

対
応

す
る

べ
く

、
I
T
環

境
を

整
備

し
て

W
E
B

等
を

利
用

し
た

学
習

方
法

、
自

己
学

習
の

推
進

に
期

待
す

る
。

防
災

体
制

に
つ

い
て

は
B
C
P
の

作
成

を
検

討
さ

れ
た

い
。

引
き

続
き

、
教

育
環

境
整

備
に

尽
力

し
て

下
さ

い
。

施
設

・
設

備
に

つ
い

て
、

お
金

の
か

か
る

こ
と

で
す

が
、

機
材

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

は
教

育
効

果
を

上
げ

る
こ

と
に

も
な

る
の

で
対

応
し

て
ほ

し
い

で
す

。

コ
ロ

ナ
禍

で
オ

ン
ラ

イ
ン

の
授

業
を

行
わ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

が
あ

り
、

授
業

内
容

等
も

確
実

に
向

上
し

て
い

ま
す

が
、

対
面

授
業

と
は

違
い

限
界

も
あ

り
ま

す
。

今
年

度
、

運
営

委
員

会
か

ら
も

施
設

・
設

備
の

充
実

も
含

め
、

I
C
T
化

の
提

案
が

あ
り

、
学

生
の

必
要

度
を

考
え

な
が

ら
取

り
組

み
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

進
路

、
就

職
に

対
す

る
支

援
体

制
整

備
に

関
し

て
は

、
昨

年
に

比
較

し
て

自
己

評
価

が
大

幅
に

向
上

し
て

お
り

努
力

の
成

果
が

見
ら

れ
る

。
歯

科
医

師
会

な
ど

に
よ

る
奨

学
金

制
度

を
提

案
さ

れ
て

い
る

が
、

実
現

に
向

け
て

検
討

さ
れ

た
い

。
保

護
者

と
の

連
携

に
つ

い
て

、
医

療
お

よ
び

介
護

で
は

口
腔

ケ
ア

を
担

当
す

る
歯

科
衛

生
士

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
こ

と
を

、
保

護
者

や
学

校
関

係
者

に
さ

ら
に

情
報

提
供

す
る

こ
と

。
卒

業
生

に
対

す
る

支
援

体
制

に
関

し
て

は
卒

後
勉

強
会

な
ど

の
企

画
を

充
実

さ
せ

て
い

く
こ

と
も

一
案

で
あ

る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が
下

が
っ

て
き

て
い

る
気

が
し

ま
す

。
相

談
か

ら
改

善
で

き
る

こ
と

も
多

い
と

感
じ

ま
す

。
進

路
、

就
職

支
援

に
つ

い
て

、
現

場
の

先
生

は
大

変
努

力
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
先

生
方

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
体

制
を

作
っ

て
ほ

し
い

も
の

で
す

。
学

生
に

対
す

る
経

済
的

な
支

援
体

制
に

つ
い

て
、

歯
科

医
師

会
か

ら
の

補
助

金
も

必
要

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

学
生

の
生

活
環

境
や

保
護

者
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
担

任
の

先
生

は
苦

労
し

て
い

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

担
任

以
外

の
先

生
と

も
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

国
家

試
験

合
格

率
お

よ
び

就
職

率
は

高
く

教
員

を
始

め
関

係
者

の
努

力
の

結
果

が
見

ら
れ

る
。

学
生

の
資

質
、

適
性

も
あ

る
た

め
教

職
員

は
学

生
指

導
に

苦
労

さ
れ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
卒

業
生

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

に
関

し
て

は
歯

科
医

師
会

、
同

窓
会

な
ど

の
協

力
の

上
で

進
め

ら
れ

た
い

。
合

格
率

の
向

上
が

図
ら

れ
た

と
す

る
な

ら
ば

、
次

年
度

に
つ

な
げ

る
た

め
、

そ
の

要
因

を
明

ら
か

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
退

学
率

の
低

減
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

方
策

を
新

た
に

講
じ

て
い

く
必

要
が

あ
る

よ
う

に
思

う
。

国
家

試
験

に
は

十
分

対
応

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

退
学

が
数

名
出

る
の

は
仕

方
な

い
と

思
い

ま
す

。

５
．

学
生

支
援

国
家

試
験

に
つ

い
て

は
、

３
年

間
の

教
育

活
動

が
問

わ
れ

る
も

の
で

す
の

で
、

運
営

委
員

の
先

生
、

講
師

の
先

生
を

含
め

教
職

員
全

体
で

体
制

を
組

み
、

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
前

例
踏

襲
の

み
に

陥
る

こ
と

な
く

、
よ

り
効

果
的

な
体

制
を

意
識

し
、

補
講

も
含

め
実

施
し

て
い

ま
す

。
入

学
後

に
意

欲
を

失
う

学
生

へ
の

指
導

、
卒

業
生

指
導

も
強

化
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。



自
己

評
価

（
昨

年
）

関
係

者
評

価
学

校
側

コ
メ

ン
ト

学
校

自
己

評
価

項
目

学
生

募
集

活
動

は
適

正
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

3
.
2

(
2
.
9
)

学
生

募
集

活
動

に
お

い
て

、
教

育
成

果
は

正
確

に
伝

え
ら

れ
て

い
る

か
。

3
.
2

(
2
.
8
)

学
費

等
納

入
金

は
妥

当
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

か
。

3
.
4

(
3
.
2
)

中
期

的
に

学
校

の
財

政
基

盤
は

安
定

し
て

い
る

か
。

3
.
2

(
2
.
8
)

予
算

、
収

支
計

画
は

有
効

か
つ

妥
当

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

。
3
.
3

(
3
.
1
)

財
務

に
つ

い
て

会
計

監
査

が
適

正
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

3
.
5

(
3
.
5
)

財
務

情
報

公
開

の
体

制
整

備
は

で
き

て
い

る
か

。
3
.
2

(
3
.
1
)

臨
地

実
習

等
を

通
し

て
生

徒
、

教
員

に
よ

る
地

域
社

会
貢

献
を

行
っ

て
い

る
か

。
3
.
1

(
2
.
9
)

教
育

機
関

に
求

め
ら

れ
る

大
き

な
役

割
の

一
つ

に
、

社
会

貢
献

が
あ

る
。

十
分

な
役

割
を

果
た

す
よ

う
期

待
し

た
い

。
コ

ロ
ナ

禍
で

制
限

が
多

か
っ

た
と

思
い

ま
す

。
活

動
の

発
信

を
期

待
し

ま
す

。

コ
ロ

ナ
禍

で
も

一
定

程
度

の
活

動
は

で
き

て
い

ま
す

が
、

あ
る

程
度

、
対

応
方

法
も

確
立

さ
れ

つ
つ

あ
り

ま
す

の
で

、
今

後
も

地
域

社
会

貢
献

活
動

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

法
令

、
専

修
学

校
設

置
基

準
等

の
遵

守
と

適
正

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

か
。

3
.
5

(
3
.
5
)

個
人

情
報

に
関

し
て

、
そ

の
保

護
の

た
め

の
対

策
が

取
ら

れ
て

い
る

か
。

3
.
1

(
2
.
9
)

学
校

自
己

評
価

の
実

施
と

問
題

点
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

か
。

2
.
9

(
2
.
9
)

学
校

自
己

評
価

結
果

を
公

開
し

て
い

る
。

3
.
3

(
3
.
3
)

評
価

項
目

の
数

値
が

全
体

的
に

昨
年

よ
り

上
昇

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

校
内

の
様

々
な

状
況

が
好

転
し

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

し
か

し
な

が
ら

客
観

的
に

状
況

を
把

握
す

る
に

は
、

数
値

目
標

を
設

定
し

そ
の

達
成

状
況

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

よ
う

に
思

う
。

例
と

し
て

、
今

年
度

の
結

果
報

告
書

の
「

本
年

度
の

重
点

課
題

」
に

合
格

率
1
0
0
％

、
就

職
率

1
0
0
％

を
掲

げ
て

い
る

が
、

そ
の

達
成

状
況

で
も

っ
て

評
価

し
て

は
ど

う

合
格

率
、

就
職

率
の

1
0
0
%
は

毎
年

の
目

標
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
以

外
の

客
観

的
評

価
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
職

員
成

在
歯

科
師

校
長

１
１

．
そ

の
他

の
意

見

法
令

等
の

遵
守

に
関

し
て

は
、

教
員

を
始

め
関

係
者

の
努

力
の

結
果

が
見

ら
れ

る
。

学
校

自
己

評
価

結
果

の
公

開
に

関
し

て
は

、
適

切
で

あ
る

。
P
D
C
A
の

確
立

を
図

り
、

学
校

自
己

評
価

を
意

味
あ

る
も

の
に

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

た
い

。

７
．

学
生

の
受

け
入

れ
募

集

８
．

財
務

９
．

地
域

社
会

貢
献

１
０

．
法

令
等

の
遵

守

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
広

報
活

動
を

行
っ

て
お

り
、

積
極

的
な

試
み

を
行

っ
て

い
る

事
が

評
価

さ
れ

る
。

さ
ら

に
内

容
の

充
実

を
さ

れ
た

い
。

職
業

体
験

、
高

校
訪

問
、

進
学

相
談

会
へ

の
参

加
も

積
極

的
に

行
う

。
学

生
募

集
の

際
の

教
育

成
果

伝
達

に
つ

い
て

は
、

努
力

の
成

果
が

見
ら

れ
る

。
学

費
等

納
入

金
に

関
し

て
は

、
学

生
奨

学
金

基
金

な
ど

の
制

度
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
学

生
募

集
活

動
は

適
切

に
進

め
ら

れ
て

い
る

よ
う

に
思

う
。

さ
ら

な
る

成
果

を
期

待
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
中

学
生

の
職

場
体

験
の

受
け

入
れ

な
ど

、
新

た
な

方
策

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
で

情
報

発
信

さ
れ

て
い

ま
す

。
今

後
も

充
実

し
て

下
さ

い
。

D
H
の

認
知

度
は

上
が

っ
て

き
て

い
る

と
思

う
。

仕
事

の
内

容
の

P
R
が

重
要

か
と

思
う

。

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

問
題

な
い

も
の

と
捉

え
ま

す
。

長
期

展
望

を
も

っ
て

運
営

し
て

下
さ

い
。

入
学

生
を

増
や

す
こ

と
に

尽
き

る
の

で
、

旭
川

歯
科

学
院

の
魅

力
ア

ッ
プ

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。

学
生

募
集

に
つ

い
て

、
担

当
の

歯
科

衛
生

士
を

配
置

し
、

高
校

訪
問

や
説

明
会

等
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
。

中
学

生
の

職
業

体
験

に
も

積
極

的
に

協
力

し
1
0
0
人

を
超

え
る

中
学

生
が

来
校

し
て

い
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

へ
の

協
力

も
含

め
歯

科
衛

生
士

の
業

務
内

容
を

正
し

く
伝

え
る

こ
と

で
、

長
期

的
視

野
で

歯
科

衛
生

士
希

望
者

を
確

保
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

更
新

し
て

の
活

用
、

S
N
S
利

用
も

積
極

的
に

行
え

る
よ

う
準

備
を

進
め

て
い

ま
す

。
ま

た
、

入
学

し
た

学
生

を
後

悔
さ

せ
な

い
よ

う
、

就
職

後
の

待
遇

改
善

に
つ

い
て

の
発

信
も

強
め

て
い

ま
す

。

学
校

の
定

員
充

足
率

を
上

げ
る

こ
と

で
財

政
基

盤
を

確
立

で
き

れ
ば

と
考

え
て

い
ま

す
が

、
長

期
的

に
は

学
費

の
値

上
げ

も
含

め
検

討
し

て
い

る
現

状
で

す
。

現
在

、
1
年

生
４

１
，

２
年

生
２

７
，

３
年

生
３

７
人

が
在

籍
し

て
お

り
、

来
年

度
４

０
人

程
度

の
入

学
生

が
見

込
ん

で
い

ま
す

の
で

、
再

来
年

度
以

降
の

の
状

況
を

見
極

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

学
校

自
己

評
価

、
学

校
関

係
者

評
価

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

を
意

識
す

る
こ

と
で

、
全

職
員

で
対

応
し

て
い

き
ま

す
。

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

も
、

I
C
T
環

境
の

整
備

の
中

で
さ

ら
に

情
報

管
理

の
徹

底
が

求
め

ら
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
職

員
間

で
情

報
の

共
通

と
と

も
に

学
び

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
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学
校

自
己

評
価

項
目

※
自

己
評

価
・

・
・

４
「

適
切

」
、

３
「

ほ
ぼ

適
切

」
、

２
「

や
や

適
切

」
、

１
「

不
適

切
」

と
し

、
平

均
点

で
算

出
。

か
。

教
員

以
外

に
ど

の
よ

う
な

職
員

が
い

る
の

か
、

人
員

構
成

が
知

り
た

い
で

す
。

職
員

構
成

は
、

2
0
2
2
.
1
2
現

在
、

歯
科

医
師

の
校

長
1
、

常
勤

の
歯

科
衛

生
士

教
員

5
、

事
務

長
1
、

非
常

勤
で

学
生

及
び

募
集

担
当

の
副

校
長

1
、

募
集

・
就

職
担

当
の

歯
科

衛
生

士
2
、

事
務

2
の

1
2
人

体
制

と
な

っ
て

い
ま

す
。

非
常

勤
は

基
本

、
半

日
の

勤
務

で
す

。


